
DXによる業務効率化を図り、地域の方の利便性を向上させたい！
NTT-MEでは、地域のDXに精通した人材や自ら社内のDXを推進してきた人材が皆さまのパートナーとなり、
お客さまのDX推進を伴走しながらサポートします。DX推進者の育成に伴う各種研修の提供や、ヒアリングを
通した業務の見える化、解決策立案のコンサルティングなど、自らDXを進められるご支援をさせていただきます。

株式会社NTT-ME　サービスクリエイション部 DXコーディネイトセンタ事業企画部門

こんなお悩み・疑問はありませんか？

デジタルの力でスマートな自治体へ！
「DX伴走サポート・DX人材育成支援」

自分の業務と
DXが結びつかない

ツールを導入しても
活用されない 
活用できる
職員がいない

DXを進めたいが
何から始めて

いいかわからない

誰に相談すれば
いいかわからない

自治体さまが
DXを自走できる
人材の創出

庁内業務の
DXを推進

DXにより
住民サービスの
質を向上

業務の
効率化による
新たな価値を
創造



業務の見える化からDX化までサポートします！

DX人材の育成ステップと当社のご支援

株式会社NTT-ME サービスクリエイション部 DXコーディネイトセンタ事業企画部門
企画戦略担当   ✉planning_strategy_section_dxcc-gm@east.ntt.co.jp  
〒163-8019 東京都新宿区西新宿3-19-2 NTT東日本本社ビル18階

デジタルの力でスマートな自治体へ！ 「DX伴走サポート・DX人材育成支援」デジタルの力でスマートな自治体へ！ 「DX伴走サポート・DX人材育成支援」

DX人材育成研修 座学研修／ハンズオン研修／課題持ち込み型ワークショップ

□職員のDXマインドの醸成
□デジタルツールの使い方を理解し、DXに向けた
　技術力の向上
□実業務をテーマとして取り組むことで実践的な
　スキルを習得

DX基礎や生成AI研修から
各種ツールのハンズオン研修、
実課題を用いたDXワークショップまで
幅広くご提供！

DX伴走サポート 業務の見える化／課題分析改善案検討／ソリューション導入

◯お客さま元へご訪問させて
　いただき、ヒアリングを基に
　業務のフロー化
◯業務フローの見直しから
　業務上の課題をコンサル
　ティング
◯ツールの利活用に伴う技術的
な相談受けなどの伴走支援

DXマインドの醸成 各種DXツールへの理解 実践スキルの醸成 自発的なDX推進

業務の見える化コンサル
ツール利活用の
伴走サポート➡

◯お客さまの業務をテーマに
　した現状分析～デジタル技術
を使った改善までの
　一連のDXの流れを
　ワークショップ形式の
　実践型研修として提供

課題持ち込み型
DXワークショップ➡

◯ローコードツールなどの
　DXツールに関する概要紹介や
基礎的な使い方の座学研修

◯実際にツールを使用して
　開発を体験するハンズオン
　研修を提供

座学研修＋
ハンズオン研修➡

◯DXの必要性や進め方、
　DX推進でよく使われる
　フレームワークなどの
　基礎的な座学研修を提供

座学研修

［研修ラインナップ］

［課題持ち込み型ワークショップ］

・DX基礎　・生成AI　・Microsoft365
・kintone　・Tableau　・RPA　等

お客さま 窓口担当 記録担当 システム類・
他関連部門 業務詳細

1. 戸籍の申請

2. 職権記載書
    の作成

3. 決裁用帳票
    の作成

4. 決裁処理

受付・審査

届書を投入

決裁用調書印刷

決調を戸籍謄本・
届書で審査

本籍・住所記載の
自治体に電話確認

受理

本籍、住所が
管内か？

NO

YES

戸籍システム

戸籍システム

決裁用調書

戸籍謄本

様式XX

様式XX

1.申請の審査・受理
　※戸籍法
　　第25条参照
　※仙台法務局
　　戸籍事務取扱準則

2.職権記載書の作成
　住所が管内にある
　該当者のものを作成

3.決裁用帳票の
　作成・審査

4.決裁処理
戸籍システムにおいて、
届書後の戸籍謄本等が
証明書として可能になる
よう、決裁処理

トータル
サポート
します！

［カリキュラムイメージ］

定期的な進捗確認（週一回程度）
+

デザイン思考の観点での
現状分析に関するアドバイス

定期的な進捗確認（週一回程度）
+

スケジュールを加味したスコープ設定支援
現実性を考慮した技術選定のアドバイス

定期的な進捗確認（週一回程度）
+

技術的な実装方法のアドバイス
ツールの使い方支援

お客さまの業務の
As-Is、To-Beの分析

1ヶ月～3ヶ月程度の期間でワークショップ形式での支援+業務改善のトータルサポート

As-Is（現状業務/お困りごと/課題背景）
To-Be（あるべ姿）の分析から
課題となっている点を明確化

業務改善の
スコープ設定と要件定義
ワークショップ内での到達目標の設定
業務改善を実現するための技術支援

ローコード等の
技術を使った

業務改善の実践・技術実装

現状分析～要件定義 デジタル技術を使った改善

お客さま

□窓口～既存システムの流れまで見える化
□業務課題に合わせた解決策をコーディネート
□職員のスキルアップ等、持続的なDXの実現

業務のフロー化、フローの見直しから
各種ソリューションの導入・運用、
職員のスキルアップまで
トータルサポート！

K24-00939【2406-2412】
K2024-015【2406-2412】
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